
































白身の身体状況を学び，その後の動作に良い影響を与える可能性が高いと考える．本邦の   
回復期病棟は，積極的に活動性を向上させる病棟であり，転倒発生数を減少させるには限  
界がある．従来の転倒予防対策に加えテ 本研究で得られたやむを得ない転倒の概念と転倒  
者の特徴を踏まえて，転倒の質に対する介入が必要であると考える。   
